まちづくり条例の運用と評価-「京都市土地利用の調整に係るまちづくりに関する条例」を対象に- by 田中 道雄





A note on the city regulations to help revitalize Kyoto 
city
Author(s) 田中　道雄 (Michio Tanaka)
Citation
大阪学院大学　商・経営学論集（OSAKA GAKUIN 










In this paper, I would like to discuss the applications and 
evaluate the city regulations to help revitalize the town of 
Kyoto.
Especially, I would like to concentrate on the recent 
process.
This city regulations was launched in June 2000, thanks to 
it, many difficult negotiations were concluded in a positive 
way.
But after that, it has been in an non-operating state for a 
long time.
During spring 2013, it suddenly came out of a dormant 
state, and helped Kyoto city resolve many problems.
This paper includes the revisions of city regulations, the 
points of proposed amendment, and the applications, and 
evaluations.
Now I would like to describe the implications and future of 
this city regulations regarding the revitalization of Kyoto 
 1
大阪学院大学商・経営学論集




A note on the city regulations to help revitalize Kyoto city
 Michio Tanaka
 
 （2018.12.3 受付／2018.12.30 受理）
(6510)
city.
In conclusion, I would like to explain two important factors, 
that is to say, the problems caused by the increase in the 
number of tourists and the historical perspective.
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建 築 確 認
商業施設出店
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会でなされ、2015年 4 月 1 日より施行された。2000年 6 月 1 日の当初の施行よ
り、約15年の歳月が経過していた。


































































































































11） 京都市土地利用調整審査会資料、2018年 3 月。
図表 4　まちづくり条例の届け出件数（%）
2015 2016 2017
商業施設 28件（50.0%） 40件（60.6%） 21件（35.6%）
学校研究施設 3 件（ 5.4%） 4 件（ 6.1%） 6 件（10.1%）
工場施設 12件（21.4%） 2 件（ 3.0%） 5 件（ 8.5%）
ホテル 8 件（14.3%） 13件（19.7%） 24件（40.7%）
ぱちんこ屋・展示場 1 件（ 1.8%） 0 件（　0%） 0 件（　 0%）
その他 4 件（ 7.1%） 7 件（10.6%） 3 件（ 5.1%）
計 56件（ 100%） 66件（ 100%） 59件（ 100%）
出所：京都市土地利用調整審査会資料2015～2017年版
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5.2．歴史的・長期的視点の必要性
加えて、京都のまちづくりを考えるうえでの必要条件として、まちづくりの
歴史的・長期的視点の課題を十分に意識しなければならない。
かつて筆者は、フランスの歴史において最も古い教会の遺構を持ち、ツー
ル・ポワティエの戦いで有名な歴史都市ポワティエを視察し、地元行政・商議
所と意見交換した際に、驚いたことがある。
ポワティエは、丘陵地の丘の部分に位置するが、郊外地域に大型店が進出
し、市内中心商業の衰退が叫ばれていた。当然、郊外開発に対抗して、中心部
でも、若干の商業開発が行われていたが、それは到底、規模的に郊外開発を凌
駕するものではなかった。
「中心部開発をもっと大々的にすればどうか」という筆者の問いかけに、ポ
ワティエ商議所の担当者が答えた言葉が脳裏に残る。彼は言った。「このポワ
ティエを300年先の市民に伝え残すことが大切なのだ」と。
300年先、いや1,000年先の京都市民に残すものは何か。
もとより、ヨーロッパのように建物が石造りではないことから、町家などの
保存に関しても、京都市内の都市割りや木造建築は、より困難な課題を持って
いる。しかしまちづくり条例が投げかけたものは、単に見た目のあり方だけに
留まらず、実は、京都のまちのあり方への提言であった。それは今後共まちづ
くり条例を一層進化させていくうえで、何よりもまず、忘れてはならないこと
であるといえようか。
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